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調製

行います。

行います。

テストプレートをアルミ袋に入れ
たまま室内温度（15～30℃）に
戻し、使用直前に取り出します。
検体希釈液チューブのアルミ
シールをはがし、キット付属の綿
棒で採取した検体（糞便又は培
養分離株）を入れ懸濁します。

【培養分離株】
付属の綿棒でコロニーを複数個採取します。
（検体希釈液にMcFarland No.3 以上の濁度とな
るように懸濁して調製します。）
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▲懸濁します▲懸濁します


